











































































































ことという意味での自由な整形（Ausgestaltung）に開かれたままになっている」（EU, S. 202f.）と述べている 7。
つまり、想像の働きが範例のバリエーションを自由に立てることによって、範例を「可能的なもの」にする、すな
わち可能性を開くことになる。そして二つ目の要件が想像的な変更における「任意性」である。これについてフッ
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一つとして─」東洋大学国際哲学研究センター編『国際哲学研究』第 4 号、2015 年、pp. 121- 130 参照。
３ 拙論［武藤 a（2015）］、pp. 121- 124 参照。
４ つまり、現象学的な意識分析において、受動的綜合における先構成が自我を触発し、それを基にして能動的綜合による対象
構成へと至るというプロセスの本質規則性からすれば、そもそも、「数」という理念的な対象の直観も、内的時間意識や受
動的綜合が前提になっていると、考えられ得るのである。この点について、拙論［武藤 a（2015）］、pp. 124- 127 参照。
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10 フッサールは、『形式的論理学と超越論的論理学』において、「変更は、経験的な変更







12 貫成人『経験の構造 フッサール現象学の新しい全体像』勁草書房、2003 年、13 頁参照。
